
 

 

協議事項 

 

都市計画提案制度に基づく都市計画の提案に係る町の考え方 

及び今後の検討の進め方について 

 

 

都市計画法第２１条の２に基づき、用途地域の変更に関する都市計画の提案

があったことから、前回の都市計画審議会において、提案制度の概要、提案内

容及びこれに対する町の基本的な考え方について説明し、意見を伺ったところ

です。 

また、前回審議会においては、提案内容の公益性及び一般性、上位計画との

整合性、区域設定の考え方、周辺土地利用や既存事業者への影響、交通及び生

活環境への配慮、事業計画の具体性、今後の審議の進め方等について、様々な

意見が出されました。 

これらの意見を踏まえ、町として、提案案件を都市計画上どのように整理 

し、今後どのような手順で検討を進めるべきかについて改めて整理したため、

次の２案件に係る町の考え方及び今後の検討の進め方について、本審議会の意

見を伺うものです。 

 

１ 対象案件 

（１）北町３丁目地区に係る用途地域の変更提案 

  工業地域から準工業地域への変更提案 

 

（２）花園５丁目地区に係る用途地域の変更提案 

 第１種低層住居専用地域から第一種住居地域への変更提案 

 

２ 町の現時点の考え方 

町としては、上記２案件について、いずれも提案内容をそのまま採用するの

ではなく、都市計画法及び上位計画との整合、区域全体の土地利用実態、周辺

環境との関係、将来の土地利用の方向性等を踏まえ、都市計画上の妥当性を整

理した上で、対応の可否を検討する必要があると考えます。 

このうち、北町３丁目地区については、工業地域としての現況及び将来の土

地利用の可能性、幹線道路沿道としての特性、区域設定の考え方等を踏まえ、

地区全体を対象とした土地利用構想を整理しつつ、用途地域見直しの必要性に

ついて検討していく考えです。 

また、花園５丁目地区については、低層住宅地としての成熟度、周辺土地利

用の状況、幹線道路沿道としての条件等を踏まえ、現行用途地域の位置づけが

現況に即しているかを検証し、用途地域見直しの可能性について検討していく

考えです。 



 

 

３ 本日の協議事項 

（１） 前回審議会の意見を踏まえた町の整理の方向性について 

（２） 北町３丁目地区に係る土地利用構想及び用途地域見直しの考え方に 

ついて 

（３） 花園５丁目地区に係る用途地域見直しの考え方について 

（４） 今後、予備審査に向けて整理すべき事項及び検討の進め方について 

 

４ 今後の進め方 

本日の協議結果を踏まえ、町において必要な資料及び論点整理を進め、都市

計画変更の要否について改めて整理します。 

その上で、手続を進める必要があると判断した案件については、関係機関と

の協議、必要な住民意見反映手続等を行いながら、都市計画審議会の予備審査

へ向けた準備を進めていく考えです。 


